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１．はじめに 

室蘭工業大学航空宇宙機システム研究センターでは地上で高速度・高加速度環境を実現し，各

種実証研究を実施出来る高速走行軌道実験設備の基盤研究を進めている[1-3]．2015年度は連結台

車の実証[4]，クラスタハイブリッドロケットの推進剤安定供給に関する研究等を行った[5]．また，

学内プロジェクト研究の一環としてミニオオワシ機体を搭載しての走行試験を実施した（図１）． 
 

 

図１ ミニオオワシ搭載走行試験（2016 年 1月 24日，RUN026） 

 

２．連結台車の実証 

複数の台車を連結した場合のエンジン搭載台車から他への振動伝達率Trを実験的に調べたとこ

ろ，各台車の固有振動数の違いにより Tr > 1となるケースが見受けられた（図２）．タンクのスロ

ッシング試験等振動を嫌うペイロードもあるため，これを抑制する設計が望まれる．台車ベース

部に防振ゲルを搭載した場合，進行方向および軌道幅方向には振動がある程度抑制されるが，鉛

直方向の振動はあまり抑制されなかった． 
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図２ 連結スレッド間の振動伝達率 

 

３．クラスタハイブリッドロケットの推進剤安定供給に関する研究 

2014年度より図３に示すような統合型供給系（1つのタンク・バルブから複数グレーンに酸化

剤を供給する）の実証を進めている．単一のバルブから複数グレーンに酸化剤を供給する例は世

界的にも珍しく，基礎特性の評価を入念に行った．数値計算による事前解析では局所的なキャビ

テーションによる不等分配の可能性や，流量の時間変動の増大などが懸念される． 

 
図３ 統合型供給系の概念図 

 

図４は酸化剤である亜酸化窒素のコールドフローテストの様子である．図５は地上燃焼試験の

様子である．４つのインジェクタ圧は，ほぼ均等であることが確認された（図６）．また，時間変

動も小さいことが確認された． 

 
図４ 亜酸化窒素コールドフローテスト 
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図５ ハイブリッドロケットクラスタ燃焼試験（2015.8.29） 

 

図６ 燃焼試験時の各分岐ラインの圧力 

 

４．走行試験 

基礎特性試験の成果を踏まえ，走行試験を実施した．図７に示す通り，ほぼ斉時の着火と均一

な燃焼が確認された．最高速度は 150 km/h程度であった．新型の酸化剤および電気信号ラインに

関するアンビリカルについても問題ないことが実証された． 

 

 
図７ 走行時の機上搭載カメラからのロケット火炎画像 
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次いでミニオオワシ機体を搭載した走行試験を実施し（図８），舵面にかかるヒンジモーメント

について計測した．（供試体側データの詳細は別稿で述べる）本走行試験ではピトー管による大気

速度も併せて計測したが，加速度センサの積分値と比べ良い一致を見た．来年度以降，この種の

走行試験を複数回実施予定である． 

 

 
図８ 走行時の機上搭載カメラからの供試体画像 
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